






















































































































分析を行う。原書となる英語の絵本 Bears in Bed（2012、テキスト Shirley 
Parenteau、絵 David Walker）はアメリカで出版された絵本であり、翻訳本『お
やすみくまちゃん』（2012、福本友美子訳）は同時に日本で出版されている。
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表 １ 　英語版 Bears in Beds 及び日本語版『おやすみくまちゃん』のテキスト
Bears in Beds 『おやすみくまちゃん』
1 ．Five empty beds
2 ．are waiting there.
3 ．It’s time to sleep.





5 ．Here comes sleepy
6 ．Big Brown Bear．
7 ．He climbs into bed.





9 ．Now comes drowsy
10．Yellow Bear.







14．like a circus bear.
15．She swirls into bed





17．There’s a blur of fur.









22．“It’s time to sleep!”
23．says Big Brown Bear.
24．He gets out of bed





26．He tucks them in,
27．then Big Brown Bear
28．blows a kiss good-night





30．Out goes the light!











36．in the middle of the night．
37．Big Brown Bear 







40．Moans fill the air.











46．He turns on the light











52．They heard the wind.
53．They had a scare.
54．They’re afraid to stay






57．says Big Brown Bear.






60．He reads them a story
61．about three bears






64．Their eyes slowly close.
65．Soft snores fill the air 
66．from one big bed full





（ 3 ）　前半部分は日英語版ともに同じ行数であるが、39 行目からの頁において、英語版は 4 行、日
本語版は 3 行になっているため、それ以降は日英語版の行番号が異なる。





本に登場するキャラクターは〈Big Brown Bear ／ちゃいくまちゃん〉と、四頭
の小さいクマたちであり、メインキャラクターである〈Big Brown Bear ／ちゃ
いくまちゃん〉は、他のクマより大きく描かれ、テキストからは明示されない















































（ 5 ）　分析の中で、引用符 “words” と鉤括弧「ワード」は本文からの引用であることを示す。山括弧











　 5 ～ 8 行目は、メインキャラクターである〈Big Brown Bear ／ちゃいくま
ちゃん〉が初めて登場する場面であるが、英語版では固有名詞 “Big Brown 
Bear” に続き、“he” という人称代名詞を使い、キャラクターを説明している。
9 ～12及び13～16行目の同じ形式を取り別のキャラクターが登場する頁でも、
初めに固有名詞 “Yellow Bear,” “Fuzzy” が使用され、その次の文章において人





ちゃん」（ 5 ）、「きいろいくまちゃん」（ 9 ）、「ふわふわくまちゃん」（13）と
初めて登場するキャラクターを固有名詞で紹介しているが、その後同じ頁内で
キャラクターを指し示す名詞や代名詞は使用されていない。
　人称代名詞に関連して、同じダイクシス表現である “He’s happy there.”（ 8 ）
の “there” の使用にも注目したい。この頁の初めには、動詞 “comes” を用い、
“Here comes sleepy  Big Brown Bear.”（ 5⊖6 ）と語り手が見ている場面（ここで
はベッドルーム）にキャラクターが入ってきたことを表現しているにも関わら
ず、クマが入ったベッドを “here” ではなく、“there” と表現しているのである。
これはまさしく、語り手がコンテクストの外から客観的に場面を眺めて状況を
説明していることの表れであると考えられる。同様に “there” の使用が31行目










25行目の頁では、大きな茶色のクマ、つまり〈Big Brown Bear ／ちゃいくま
ちゃん〉がベッドから出て、小さな二頭のクマを持ち上げている絵が描かれて
いるため、誰が何をしているのかは主体を言語化しなくとも解釈することは十











頁はメインキャラクターである〈Big Brown Bear ／ちゃいくまちゃん〉の怖
がっている顔が頁全体に大きく描かれている。英語版を見てみると、音がした
後、“Big Brown Bear  wakes up in a fright!”（37⊖38） と 語 り 手 が〈Big Brown 
Bear〉が怖がっている様子を客観的に描写している。そして “Is that the wind, 
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“I am cold.” と同じように “You are cold.” や “S/he is cold.” と表現することができ、
感覚や感情を表現する言語要素であっても一人称に使用が限定されないとして






⊖6 ）、“He’s happy there.”（ 8 ）、“five tired bears”（33）、“Big Brown Bear wakes 














きた音が何の音なのかを暗示する際に、英語では41⊖42行目に “Is that a wind, 







　さらに、英語版では音がした場面を “Whoosh  goes a sound”（34⊖35）と部屋
中に音が響き渡った様子を見て説明したり、次の頁では激しく音が響く様子を
“Moans fill the air.”（直訳すると「うなるような音が部屋いっぱい響き渡った。」）
と場面を客観的に言語化している。それに対し、日本語版では「とつぜんきこ
えた　へんなおと」（36⊖37）と感覚を表す表現を用いて言語化されている。英































疑問文が使われている表現は、前半では、“Where are the bears?” （ 4 ）「だれが
ねるのかな？」（ 4 ）と、“Is that a bear?”（18）、「ごろんごろんしてるのだあ
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「おやすみなさい（！）」というあいさつ表現の使用である。まずは終助詞の使
用について見ていく。疑問詞以外の終助詞の使用は、「よ」が 3 回、「ね」が 1



































さつ表現に注目したい。日本語版にはこの表現が 3 回（ 8 、31、66）使用され
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図 2 　日本語のスピーチ・イベントと話し手の視点（井出 １998、2006）
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